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（１）　構造図に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

１．一般事項

（２）　鉄筋中間部の折り曲げの形状　鉄筋の折り曲げ角度９０°以下

（３）　鉄筋の定着及び重ね継ぎ手の長さ

（２）　記号

（５）　鉄筋のあき

粗骨材の最大寸法の１．２５ｄ以上かつ２５以上

（６）　鉄筋のフック

（２）　柱、梁　（地中梁は除く）の出隅部分の鉄筋

（３）　単純梁の下端筋

（４）　重ね継手及び、最上階の柱頭の柱の四隅にある主筋
２．鉄筋加工、かぶり

（１）　鉄筋末端部の折り曲げの形状

ｒ　―　半径

φ　―　直径　または丸鋼

ｌｏ　―　部材間の内法距離 ｈｏ　―　部材間の内法高さ

折曲げ角度 １８０゜ ９０゜１３５゜ 備　　考

図

鉄筋の余長 ４ｄ以上 ６ｄ以上
８ｄ以上

＊（４ｄ以上）

図 使用箇所 折曲げ内法直径　Ｒ鉄筋径鉄筋の種類

フープ

スターラップ

スパイラル筋

上記以外の鉄筋

鉄筋の種類

コンクリートの

設計基準強度 重ね継手の長さ

定　着　の　長　さ

一　般

小　梁 床・屋根スラブ（ｋｇｆ／ｃｍ２） （Ｌ１） （Ｌ２）

下　端　筋 （Ｌ３）

＊片持スラブ上端筋の先端の余長は４ｄ以上で良い

Ｄ１６以下

Ｄ１９以上

Ｄ１６以下

Ｄ１９～Ｄ２５

Ｄ２９以上

１８０以下

２１０・２２５・２４０

２７０以上

４５ｄまたは

３５ｄフック付き

４０ｄまたは

３０ｄフック付き

３５ｄまたは

２５ｄフック付き

４０ｄまたは

３０ｄフック付き

３５ｄまたは

２５ｄフック付き

３０ｄまたは

２０ｄフック付き

１５０㎜以上１５ｄフック付き

２５ｄまたは

折り曲げ内法寸法（Ｒ）はＳＲ２３５は３ｄ以上ＳＤ２９５，ＳＤ３４５は４ｄ以上

ＳＲ２３５

ＳＤ２９５

ＳＤ３４５

ＳＲ２３５

ＳＤ２９５

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５

ＳＤ３４５
１０ｄかつ

３ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

６ｄ以上

８ｄ以上

（１）　スターラップ及びフープ及び幅止め筋

ｄ　―　異形棒鋼の呼び名に用いた直径 Ｄ　―　部材の成 Ｒ　―　直径 ＠　―　間隔

異形鉄筋１．５ｄ以上かつ

（３）　基礎接合部の補強 （３）　帯　筋 ａ．Ｈ型（タガ型） ｂ．Ｗ型（溶接型） ｃ．Ｓ型（スパイラル型）

継　手

１．　末端のフックは、定着及び継手の長さには含まれない

２．　継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

３．　直径の異なる材の継手は、細い方の材の継手長さとする

５．　鉄筋径の差が５㎜を越える場合は、圧接としてはならない

４．　直径が２８㎜以上の場合は、重ね継手としてはならない

（４）　鉄筋の最小かぶり厚さ

部　　　　位 かぶり厚さ

土に接し

柱　・　梁

擁　　　　壁

土に接す

る部分

ない部分

基礎・擁壁

( m m )

（１）　耐久性上有効な仕上げのある場合、係員の承認を受けて

３０㎜とすることができる

３０

壁

柱・梁・床スラブ・壁

屋根スラブ

床スラブ

屋　　内

屋　　外

屋　　内

屋　　外

４０ （１）

４０

４０

５０

５０

７０

柱

(  )

(  )

梁

上図の 印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックを付ける

(  )

３．杭

（１）　既製杭の杭頭補強

（２）　現場打ちコンクリート杭

５．地中梁

（１）　独立基礎、杭基礎の場合　（定着、継手）

（２）　布基礎、べた基礎の場合　（定着、継手）

６．柱

４．基　礎

（１）　直接基礎 （２）　杭基礎

（２）　柱主筋の定着（１）　柱主筋の継手

鉄筋コンクリート構造配筋標準図
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註１）　第一帯筋は、梁面にいれる

註２）　Ｗ型で現場溶接をする場合

柱主筋の位置をさける

註３）　フック及び継手の位置は、交互とする

註４）　フックのはかり片は、上図による
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ｌは片面溶接１０ｄ
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０．５Ｌ１以上
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ガス圧接形状

Ｌ１

重ね継手圧接継手

偏芯はｄ／５以下
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所定位置より低く止まった場合

Ｈ≦Ｄ以下の場合

Ｈ＞Ｄの場合は打ち合わせに依る
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配筋は同厚壁リストにならう
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（１）　設置可能範囲

下
上

工事監理者と打合せのこと
使用するときには設計者、及び

（ ）７．梁増打コンクリート補強

８．梁貫通孔補強

ｂ＞３５０㎜の場合

２―Ｄ１９

あばら筋と同径

注５０≦ａ≦２００㎜

Ｄ１９

同ピッチ

梁の腹筋は

ＳＴＰと同一径

Ｄ１９
梁の幅止筋と合せる

ピッチは

ｂ≦３５０㎜の場合

３―Ｄ１９

同材質、同間隔

リストと合せる

ハッチ部分は増打コンクリートを示す

１００φをこえるスリーブ補強は既製品を使用する事。

梁端部（スパンｌ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける （φ１＋φ２）×３／２以上

５００≦Ｄ＜７００

ｄ≧１７５

７００≦Ｄ＜９００

ｄ≧２００

９００≦Ｄ

ｄ≧２５０

Ｄ

ｄ

可能範囲

１．　リング型

（２）　既製形

２．　金網型

（３）　鉄筋形標準配筋 （鉄筋による補強は承認後とする）

１００＜φ≦１５０

８０＜φ≦１００

１５０＜φ≦２５０

縦　筋　ＳＴ　２－Ｄ１３

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

斜　筋　４－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ　４－Ｄ１３

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

斜　筋　４－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ　２－Ｄ１３

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

　縦筋　ＳＴ　３－Ｄ１３

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

有効範囲
Ｄ＋２×（余長＋突出し）
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